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第11回美術館大学の講師は河井継之助記念館館長の稲川明雄氏、講演題目は「長岡の教育と歴史」である。長岡市は教育
を大切にしてきた歴史ある街である。それは戊辰戦争の際の「米百俵」の話からも伺える。戊辰戦争で敗れた長岡藩は、石高
を減らされ財政が窮乏した。見かねた三根山藩から百俵の米を贈られたが、大参事はその米を分配せず学校設立のための資
金源としたという。このときの大参事のセリフが、「百俵の米も食えばたちまちなくなるが、教育にあてれば明日の一万、百万俵
になる」というもの。この大参事というのが小林虎三郎である。小林虎三郎は「興学私議」のなかで国家の強弱は民の強弱に
よって決まると述べている。国家を強くするためにはまず民に教育を施し、優秀な国民が国家を支える構図を作っていくべき
だとし、その思想のもとに小林虎三郎の「国漢学校」はつくられた。
稲川氏は小林虎三郎を中心に話を進められたが、その小林に影響を与えたであろう人物として秋山景山についても言及してい
る。秋山景山は、当館の館長秋山孝の祖先ではないかとも言われている人物で、長岡の藩校崇徳館の初代校長である。こうし
て江戸から幕末にかけての教育のお話が主ではあったが、現代の教育については「知識を教える」教育であると述べている。
「本当の教育とは自ら学ぶ、自ら発見する」ことなのではないかと結んだ。
稲川氏の講演後、秋山館長との対談、質疑応答の時間を設けた。秋山館長とは、資料の収集･保存についての話が交わされ
た。秋山館長の夢のひとつに、「装画･装丁美術館」を設立することがある。それは、図書館が書籍をデータ化し実物を処分す
る流れがあることから思い至ったのだという。書籍の内容はもちろん重要だが、外装も大切であり、それら貴重な資料を収集･
保存し、公開する場所が必要なのではないかと考えたからである。図書館に勤務され図書館長を勤めた経験のある稲川氏は
これについて、スペースの問題もあり書籍のデータ化は仕方のない一面がある、司書も苦しみながらの選択であろうと述べた
一方、警鐘を鳴らしていく必要があるともおっしゃった。
質疑応答では、個性教育について話が及んだ。秋山館長は学生にアドバイスはするが「色使いをどうするか」などの質問には
解答を出さないという。なぜなら人が教えた答えでは、それは個性とは呼べないからだという。稲川氏の「本当の教育とは自ら
学ぶ、自ら発見する」という言葉とリンクする意見だった。（APM職員・森山奈帆）APM公式ホームページより抜粋

第12回美術館大学予告 日時：8月3日（水）pm3：00～4：30　 会場：秋山孝ポスター美術館長岡
題目：「夢を抱いて明日に希望を！」　 講師：豊口協（長岡造形大学理事長）
※ 8月3日、pm1：00～2：30の間は準備のため入館できません  

「長岡の教育の歴史」
7月9日（土）pm4：00～5：30／受講者：64名

講師：稲川明雄、秋山孝
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